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ここで ekはk→ 0のときの値であり,相互作用ポテンシャルは ∑ cS(xi-Xj)i≒j
(2m-負-1), 粒子数密度をnとして展開のパラメーターγは C/nで与えられる.
現在ではDPO･BZH,YKS9)はいずれも正しいEoの値 (1)と一致する式






することができるo Skを1次元 h L模型と3次元荷電ボーズガスについて計算する
と,k-0ではL-⊥模型に対して,
sk- lk(1+4riy2),}k-k/- 芯
荷電ボーズガスに対しては,m- 負-47m e2= 1 とおいて
- 芸 (～1)"2+" 2M-N-2







を得る. ただしK- (167Tmne2/ b2)ya-ノラで p(N)はN奇とM奇,N偶 とM は
Oと偶数の組について総和することを表わす. (5)は FamilyとGouldll)の数値計算





,､ ,cx'〔S(k,W′)- S(-k,一㌦)〕 dw′




分枝の分散関係を与えるものが含まれている｡ 亮 1(o)および 花 (W)は,一般に摂動
計算で求められるが,液体- リウムの問題に応用 して中性子散乱の実験結果 とかなりよ
く一致している｡13)
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